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文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー５月５月の催し物予定の催し物予定

5 月の休館日は、7日（火）・13 日（月）・20 日（月）、27 日（月）です。

開館時間は 9時～ 17 時です（入館は 16 時 30 分まで）。

【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料）　　　【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料）　　　　

第 1展示室　■常設展「宝塚古墳の謎」

第２展示室　■企画展「大昔のくらし～地域の歴史をさぐろう　縄文・弥生・古墳時代」　4/13（土）～ 6/2（日）

★ミュージアムトーク（展示解説）5月 11 日（土）13:30 ～ 14:30　

　当センター職員が、企画展の展示内容をわかりやすく解説します。直接、第 2展示室へお越しください（申込不要）。

【ギャラリー】　入場無料【ギャラリー】　入場無料

第 1･2Ｇ ■松阪公民館絵画グループ「ふわく展～第 37 回カンバス展～」　5/5（日）～ 5/12( 日）9:00 ～ 17:00 * 最終日は 16:00 まで

第 3Ｇ　 ■潮田均作品展　　5/5（日）～ 5/12( 日）　9：00 ～ 17：00　＊最終日は 16:00 まで

第 1Ｇ 　■松阪嬢クラブ「布花＆洋服リフォーム作品展」　5/15（水）～ 5/19（日）9:00 ～ 17:00 * 最終日は 16：00 まで

第 1Ｇ 　■第 34 回日本画グル―プ「彩」展 　5/21（火）～ 5/26（日）9:00 ～ 17:00 * 初日は正午から、最終日は 16:00 まで

第 3Ｇ　 ■映像でつなぐ・映像で残す・まつさか　5/26（日）　14:00 ～ 16:00

【発行】 松阪市文化財センター　【電話】 0598-26-7330　【サイト】 http://www.city.matsusaka.mie.jp/

大昔の松阪の

人たちのくらしを

見に来てね♪

【「大昔のくらし～地域の歴史をさぐろう」が開催されています！】

　　　　たんようそうしゅうのどうちゅう　　　　　　　　　　ちょうもんとう

【麦秋の頃・・・そして　　ギャラリー新企画　！！】

      杏子　桜桃　次第に円かなり

　　　炎涼　定まること無し　麦秋の天

　　　馬蹄　歩歩　来時の路

　　　眼を照らす　榴花　又一年

きょうし　　おうとう　　 しだい　　 まど

＜あんずの実、さくらんぼがつぎつぎと丸くみのって、あつかったり涼しかったり、気まぐれな空もようの麦

　秋のころ。馬にゆられて一歩一歩、来たときの道をいく。わたしの目にうつる、ひときわあざやかなざくろ

　の紅い花、ああ、また 1年がすぎ去ったことだ。＞

　　刈入れまじかな麦畑をふきわたる初夏の風がここちよい季節になりました。梅雨を目のまえにして貴重な

　晴れ間がつづく麦秋の時節、文化財センターでは、あたらしい企画の「縄文巨大迷路　縄文世界へタイムス

　リップ」（第２ギャラリー）、「縄文人　魚がたくさんとれるかな」（第一ギャラリー）がオープンします（4/

　25 ～ 5/2）。これは、ご案内の「はにわ館学習支援展示　大昔のくらし」とタイアップして、迷路や魚とり

　といった子どもたちのあそびのなかに縄文時代の世界をとりこみ、当時のくらしをリアルな立体パネルで紹

　介したり、また、そのころのやりかたで魚とりを体験したりして、たのしく縄文時代にタイムスリップして

　いただこうというものです。

　　ゴールデンウィーク前半の初夏の一日を、はにわ館の「大昔のくらし」といっしょに、たのしくまなんだ

　り、体験したりしてみられてはいかがですか。（所長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　張問陶　清（1616 ～ 1912）中期の詩人の詩人

　 えんりょう　　　　　　　　　　　　な　　　　ばくしゅう

　  ばてい　　　 ほほ　　　 らいじ　　 みち

　りゅうか　　また

　　　　　端陽相州道中　　　　　　張問陶

　みなさんが住んでいる松阪市には、大昔から人びとが生活していました。水道も、電気も、ガスもなかっ

た時代、人びとは一体どのような生活をしていたのでしょうか。それらを知るための手がかりになるもの

が、松阪市内の遺跡からたくさん発見されています。はにわ館では、それらを展示した企画展「大昔のく

らし～地域の歴史をさぐろう」を 6 月２日（日）まで開催しています。実際に古代の人びとが使った道

具の他に、模型をつかって縄文時代、弥生時代、古墳時代それぞれの生活の様子を紹介しています。みな

さんの住む松阪の大昔の姿にぜひ会いに来てください。

縄文時代・・・「縄文人の四季」

縄文人は四つの季節をどのように生活し、どのようなものを食べていたのか解説しています。

弥生時代・・・「農作業で使うもの」 

弥生時代の特徴である稲作。その農作業に使われた様々な道具を展示しています。 

第 1Ｇ   ■花の教室花夢「自然の恵みで紡ぐ押し花作品展」　5/29（水）～ 6/2（日）　＊9:00 ～ 17:00　＊最終日は 16:00 まで

第 1･2Ｇ ■西黒部日本画教室展　6/5（水）～ 6/9（日）　＊9:00 ～ 17:00　＊最終日は 15:00 まで

第 2Ｇ　 ■墨絵の会展　5/29（水）～ 6/2（日）　＊9：00 ～ 17：00　＊最終日は 16:00 まで

第 3Ｇ　 ■安田晃夫日本画展　6/5（水）～ 6/9（日）　＊9:00 ～ 17:00　＊最終日は 15:00 まで

古墳時代・・・「古代の人びとのお墓」

古代人のお墓はどのようなものだったのでしょうか。時代によってその形は様々ですが、古墳時

代になると巨大な古墳がこの松阪にもたくさん作られるようになります。その中から発掘された

ものを展示しています。


